「学級経営」研修講座　演習の流れ
	Key Word
	学びに向かう集団づくり


	研 修 名
	「学級経営」
学びに向かう集団づくりを通した学級経営の在り方

	対象
	全教職員

	用途など
	年度当初に、各学級の学習環境・学習規律の共通理解を図る

	備　考
	資料：「若手教員のための学級経営のイ・ロ・ハ」
　　　　　　　　　栃木県総合教育センター(平成２７年３月)

	時　間
	内　　　容　・　留　意　点

	 15分
	１　資料のP.16を参照し、「学びに向かう集団づくり」に向けた大切な３つの視点を学習する。(５分)
　(1) 帰属意識の高い学級づくり

　　　一人一人が所属感や連帯感を感じる、居心地のよい学級を目指す。

　(2) 規範意識の高い学級づくり

　　　集団生活や対人関係におけるルールが児童生徒に共有され、当たり前のこととして定着している学級を目指す。

　(3) 互いに高め合える学級づくり

　　　児童生徒に建設的な相互作用がある学級を目指す。
　　※P.17も参照して「学業指導」についても触れる。
２　小グループ(学年や教科)に分かれ、(1)の視点を参考に、「授業で子どもを育てる教師の心構え」に目を通して、その年度の児童生徒の実態に即して重点的に指導していくべきことを話し合う。(５分)
３　小グループで話し合ったことを発表して共有し、学校全体で共通理解を図っていくことを確認する。(５分)



（作成機関：日高教育研究所）
